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税理士 西村太一の
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経営に役立つ税の話

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

国税局OB
・税務一筋４０年！
・税務署⾧、東京国税局、
及び大阪国税局特別国税調査官を歴任。

・中小企業から
日本を代表する超大規模法人まで数多くを調査。

アンビシャス税理士法人代表社員の一人
・2019.11～アンビシャス税理士法人へ

税理士 西村太一の紹介
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アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

本日のテーマは…

①消費税インボイス制度について

②お酒にまつわるお話

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

消費税

インボイス制度が
導入されますよ！

～適格請求書等保存方式～
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令和5年10月1日から、複数税率に対応した消費税の
仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式
（いわゆるインボイス制度）が導入されます。

適格請求書等保存方式の下では、税務署⾧に申請して
登録を受けた課税事業者である「適格請求書発行事業者」
が交付する「適格請求書」（いわゆるインボイス）等の
保存が仕入税額控除の要件となります。

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

インボイス制度＝適格請求書等保存方式とは？

「インボイス」とは「適用税率や税額の記載を義務付けた
請求書」のことです。

「インボイス制度」はこの「記載義務を満たした請求書」
によって消費税を計算し納付しましょう、という制度です。
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アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社
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アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

適格請求書発行事業者は消費税の
課税事業者のみが登録できる
〇請求書を発行する全ての人が「適格請求書」を
発行できる訳ではない。

発行する要件として「消費税の課税事業者」
でなければなりません。

一部を除き、商取引には通常「消費税」が
課税されています。
消費税は「消費者から預かった税金」ですので、
国に納税しなければなりません。
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適格請求書発行事業者は消費税の
課税事業者のみが登録できる

ただし、1年間の課税売上高が1,000万円未満の
事業者については、納税が免除されています。
これが消費税の「免税事業者」です。

消費税を納めていない事業者である「免税事業者」は、
インボイス制度から除外され、「適格請求書」を
発行することができないことになります。

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

適格請求書を発行できないフリーランス・
個人事業主等はどうなるのでしょう！？

〇インボイス制度導入による改正での問題点

適格請求書を発行できない事業者からの仕入れは、
「仕入税額控除」ができないのです。

適格請求書を発行できるのは「課税事業者」だけですので、
取引先から頼まれても免税事業者の場合、
「適格請求書」を発行することができません。



7

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

適格請求書を発行できないフリーランス・
個人事業主等はどうなるのでしょう！？

ですので…
免税事業者の方は、「消費税課税事業者選択届」を税務署に
届出して、課税事業者にならなければならないかもです！

今まで消費税納税額の分だけ得をしてきた免税事業者の方も、
インボイス制度により納税義務が生じることになるのです。

免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置が
あります……が……

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

ま と め
「インボイス制度の導入」と「適格請求書発行業者の登録」の
２つは消費税の大きな改正です。

「インボイス制度」は課税事業者だけでなく、消費税の納税が、
免除されてきた免税事業者にもかかわってきます。

制度の施行スケジュールを確認し、早めに必要な準備を
進めていく必要があります！



独立行政法人
酒類総合研究所
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アンビシャス会員様へのサービス!!!

西村太一の
無料模擬税務調査（年一回）

貴社の決算資料・元帳等をもとに
指摘されるポイントを想定し、
事前準備の必要項目等をアドバイスします。
あなたの会社が狙われるのはココ!

アンビシャス税理士法人・アンビシャス株式会社

① ３期分の決算書をチェック ② ポイントを事前にお知らせ
※こちらを参考に、資料をご準備いただきます。


